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富岡町二十歳を祝う会

富岡町議会の
ホームページはこちらから

12月の
定例会

●●●2 こんなことが決まりました　　
１１月臨時会・１２月定例会
こんなことが決まりました　　
１１月臨時会・１２月定例会

  

常任委員会報告　　
総務文教・産業厚生

   

常任委員会報告　　
総務文教・産業厚生

   

●●10

ズバリ!! 町政を問う　　
３議員が質問
ズバリ!! 町政を問う　　
３議員が質問

●●6 ●●15 全員協議会報告　　
町の重点事業について徹底議論!!
全員協議会報告　　
町の重点事業について徹底議論!!
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事　業　内　容　（費　目　名） 補正予算額

基金積立金（財政調整基金積立金 他13基金） 2,159万円増

環境衛生事業費（消耗品費） 1,749万円減

営農再開支援事業費（補助金） 3,153万円増

営農再開支援水利施設等保全事業（工事費｠他） 9,151万円減

中小企業等支援事業費（補助金｠他） 1,752万円減

工業団地事業費（用地購入費｠他） 7,657万円減

桜保全事業費（工事費｠他） 1,320万円減

道路維持管理事業費（委託料｠他） 1,825万円減

防災行政無線経費（工事費｠他） 2,194万円減

その他 2,612万円増

　事業事務の精査等により１億7,725万円の減額補正を行い、総額150億2,499万円とな
りました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

《１億7,725万円を減額補正》

一般会計一般会計 事業事務の精査等による減額 事業事務の精査等による減額

質

応
疑疑疑疑

答答

【
工
事
請
負
契
約
の
変
更
】

問　
ポ
ン
プ
浚
渫
工
法
※
か
ら
一
部
が

直
接
掘
削
工
法
※
へ
変
更
と
な
っ
た
。

直
接
掘
削
工
法
は
ぬ
か
る
み
状
態
で
足

場
も
悪
い
状
況
と
な
る
が
、
し
っ
か
り

放
射
線
量
の
低
減
が
で
き
る
の
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
基
礎
調
査
に
よ
り
湖
底
30
セ
ン
チ
の

土
砂
除
去
に
よ
り
低
減
が
見
込
め
ま
す

が
、
施
工
範
囲
の
一
部
に
お
い
て
木
の

枝
や
根
が
多
く
混
入
し
て
い
る
状
況
で

す
。
ポ
ン
プ
で
の
土
砂
吸
引
に
支
障
を

及
ぼ
す
た
め
、
支
障
と
な
る
部
分
を
少

し
で
も
排
除
し
、
よ
り
効
果
が
上
が
る

対
策
工
事
を
実
施
し
て
い
き
た
い
考
え

で
す
。

【
条
例
の
一
部
改
正
】

問　
１
０
０
分
の
10
減
額
の
根
拠
は
。

ま
た
、
改
正
前
は
平
成
14
年
4
月
1
日

か
ら
平
成
30
年
3
月
31
日
の
期
間
と

な
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う

な
理
由
で
減
額
し
て
い
た
の
か
。

（
渡
辺
正
道
）

答　
宮
川
副
町
長

　
町
の
一
般
職
員
に
つ
い
て
の
規
程
が

あ
り
、
減
給
処
分
の
内
、
最
も
重
い
割

合
に
準
じ
て
い
ま
す
。

答　
総
務
課
長

　
平
成
14
年
か
ら
平
成
22
年
ま
で
は
財

政
難
に
よ
り
、
平
成
23
年
か
ら
平
成
30

年
ま
で
は
震
災
に
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
減
額

し
、
町
政
を
進
め
る
意
思
を
示
し
た
も

の
で
す
。

問　
町
長
在
任
中
、
職
員
等
の
不
祥
事

で
の
町
長
等
の
減
給
は
初
め
て
だ
と
思

わ
れ
る
。
率
に
関
し
て
も
町
民
は
納
得

で
き
な
い
の
で
は
。（
高
橋
実
）

答　
町
長

　
こ
れ
ま
で
も
不
祥
事
は
あ
り
ま
し
た

が
、今
回
9
月
、10
月
と
続
い
て
し
ま
っ

た
こ
と
を
受
け
、
最
も
重
い
率
の
減
給

処
分
と
し
ま
し
た
。
今
後
も
職
員
に
対

し
法
令
・
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
等
の
遵

守
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

第14回全国原子力発電所立地議会サミット出席第14回全国原子力発電所立地議会サミット出席
　原子力発電所立地議会の議員同士が原子力発電等の課題について議論し、また、各立地地域におけ
る固有の問題等について情報交換を行うことにより、安全・安心の確保と地域の振興に資することを
目的として令和６年10月31日から11月１日までの２日間において６名の議員が出席しました。

2とみおか議会だより 221号とみおか議会だより 221号3 22

臨時会　工事請負契約の変更・条例の改正定例会　補正予算
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ま
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工
事
請
負
契
約
の
変
更

工
事
請
負
契
約
の
変
更

［ため池放射性物質対策工事］
　甚吾沢ため池放射性物質対策工事の
金額の変更について、可決しました。

（11月臨時会）　全会一致・原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○金　　額　
　（変更前）　１億6,500万円
　（変更後）　１億7,215万6,600円
○変更理由
・施工内容に変更が生じたため金額を
変更

［富岡町長等の給与の特例に関する条例の一部を改正する条例］
　富岡町長等の給料月額を減ずるため改正をすることについて、可決しました。

（11月臨時会）　全会一致・原案可決

【概要】
○特例期間　
　令和６年12月１日から令和６年12月31日
○減額の率
　給料月額の100分の10

甚吾沢ため池（新夜ノ森地内）

※
ポ
ン
プ
浚
渫（
し
ゅ
ん
せ
つ
）工
法

　
ポ
ン
プ
で
水
と
一
緒
に
湖
底
の
土
砂

を
吸
い
上
げ
る
工
法
。

※
直
接
掘
削
工
法

　
た
め
池
の
水
を
排
出
し
、
渇
水
状
態

で
泥
を
直
接
掘
削
す
る
工
法
。

条
例
の
改
正

条
例
の
改
正
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定例会　審議議案一覧 臨時会　審議議案一覧

とみおか議会だより 221号とみおか議会だより 221号5 44

令和６年第６回定例会で審議した議案とその結果
上　程　議　案　・　概　要 結　　果

◆条例の一部改正・廃止

議案第64号 富岡町行政手続等における情報通信の技術の利用に関する条例の
一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第65号 富岡町手数料条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第66号 富岡町下水道条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

議案第67号 富岡都市計画事業曲田土地区画整理事業の施行に関する条例を廃
止する条例について

賛成多数　原案可決
（賛成８、反対１）

追加議案第74号 議会議員の議員報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部
を改正する条例について 全会一致　原案可決

追加議案第75号 町長等の給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

追加議案第76号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 全会一致　原案可決

◆補正予算

議案第69号
追加議案第78号

令和６年度富岡町国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第３号）

全会一致　原案可決
全会一致　原案可決

議案第70号
追加議案第79号

令和６年度富岡町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第３号）

全会一致　原案可決
全会一致　原案可決

議案第71号 令和６年度富岡町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 全会一致　原案可決

議案第72号
追加議案第80号

令和６年度富岡町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（第３号）

全会一致　原案可決
全会一致　原案可決

議案第73号 令和６年度富岡町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 全会一致　原案可決

追加議案第81号 令和６年度富岡町介護サービス事業特別会計補正予算（第２号） 全会一致　原案可決

※第６回定例会における「令和６年度一般会計補正予算」は別頁に詳細を掲載しております。各議案の内容については富岡
町ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。

審　議　議　案　・　概　要 結　　果

◆専決処分の報告及び承認

議案第61号 専決処分の報告及びその承認について
（令和６年度富岡町一般会計補正予算（第３号）） 全会一致　原案可決

※第５回臨時会における「工事請負契約の変更」「条例改正」は別頁に詳細を掲載しております。また、各議案については富岡町
ホームページにおいても報告しておりますので、ご参照ください。

令和６年第５回臨時会で審議した議案とその結果

臨時会・定例会審議議案一覧臨時会・定例会審議議案一覧

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

問　
子
育
て
世
帯
定
住
促
進
事
業
費

の
増
額
理
由
は
。（
安
藤
正
純
）

答　
福
祉
課

　
当
初
の
見
込
み
よ
り
も
申
請
数
が

多
か
っ
た
た
め
で
す
。

問　
農
業
水
利
施
設
等
保
全
事
業
の

工
事
費
の
減
額
は
、
予
定
工
事
の
取

り
や
め
な
ど
が
原
因
か
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課

　
用
地
交
渉
の
未
了
や
県
道
関
係
の

協
議
が
整
っ
て
い
な
い
部
分
等
が
あ

り
、
全
４
工
事
を
来
年
度
に
繰
り
越

す
た
め
で
す
。

問　
桜
ま
つ
り
事
業
の
謝
礼
や
旅
費
、

駐
車
場
賃
借
料
の
減
額
理
由
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
産
業
振
興
課

　
今
年
度
の
実
行
委
員
会
の
開
催
が

終
了
し
た
こ
と
に
よ
り
旅
費
等
を
減

額
し
ま
し
た
。

　
駐
車
場
賃
借
料
に
つ
い
て
は
、
当

初
見
込
み
か
ら
の
差
額
で
す
。

問　
社
会
教
育
施
設
利
用
者
宿
泊
費

補
助
金
の
増
額
理
由
は
。
ま
た
、
今

般
の
物
価
高
騰
等
に
よ
り
補
助
金
の

単
価
を
増
額
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

（
渡
辺
正
道
）

答　
生
涯
学
習
課

　
４
月
の
は
じ
め
に
ふ
た
ば
未
来
学

園
を
中
心
と
し
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の

世
界
大
会
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
で
、

国
内
外
か
ら
か
な
り
の
人
数
の
中
学

生
の
宿
泊
者
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

体
育
館
が
利
用
再
開
と
な
り
、
高
校

生
・
大
学
生
等
、
屋
内
で
の
合
宿
が

増
加
し
て
い
る
た
め
で
す
。

　
補
助
金
額
に
つ
い
て
、
現
時
点
で

の
増
額
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

問　
各
基
金
の
令
和
5
年
度
残
高
は
。

（
高
橋
実
）

答　
各
課（
一
部
抜
粋
）

　

財
政
調
整
基
金
約
77
億
４
，１
９

１
万
円
、
町
勢
振
興
基
金
約
78
億
９
，

８
３
５
万
円
、
特
定
廃
棄
物
埋
立
処

分
事
業
地
域
振
興
交
付
基
金
約
36
億

２
，１
８
３
万
円
、
再
エ
ネ
復
興
町

づ
く
り
基
金
約
４
億
８
７
６
万
円
、

さ
く
ら
基
金
約
２
５
１
万
円
、
文
化

ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
約
２
億
円
な
ど

で
す
。

質

応
疑疑疑疑

答答

令和６年の桜まつりの様子
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３議員が
質　問

■渡辺　三男 議員 ７
○ 特別養護老人ホーム桜の園の入所基準は

■辺見　珠美 議員 ８
○ 家賃補助制度の改善を
○ ファミリーサポートセンターの徹底した周知を

■渡辺　正道 議員 9
○ 河川の水害対策における整備状況は
○ 富岡町職員提案規程の現状は

1

2

3

山本　育男 町長山本　育男 町長

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

１２月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

動画配信中！

※山本町長の一般町政
報告はこちらから

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

YouTube
富岡町公式チャンネル

一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

渡辺 三男 議員

問
答

特別養護老人ホーム桜の園の入所基準は
入所検討委員会を開催し決定します

問
9
月
定
例
会
の
一
般

質
問
か
ら
3
カ
月
を
経
過

し
た
現
在
の
桜
の
園
の
利

用
状
況
は
。

答　
町
長

　
現
在
は
本
年
9
月
時
点
と

変
わ
ら
な
い
30
名
の
入
所
者

数
で
す
。

問　
入
所
検
討
委
員
会
に

お
い
て
、
入
所
の
基
準
は

必
要
性
の
高
い
人
を
優
先

し
て
順
位
を
決
定
す
る
と

な
っ
て
い
る
が
、
改
め
て

詳
細
を
。

答　
町
長

　
福
島
県
に
お
い
て
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
入
所
に

係
る
指
針
に
よ
り
、
入
所
対

象
と
な
る
基
準
や
入
所
順
位

の
決
定
手
続
き
を
示
し
て
い

ま
す
。

　
ま
ず
入
所
希
望
者
が
対
象

基
準
に
な
っ
て
い
る
か
を
判

断
し
た
上
で
、
入
所
順
位
と

し
て
本
人
の
心
身
の
状
況
及

び
介
護
者
の
世
帯
状
況
や
介

護
に
か
か
る
負
担
、
ま
た
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況

等
を
本
指
針
の
参
酌
基
準
表

に
基
づ
き
数
値
化
し
た
も
の

を
も
っ
て
、
入
所
検
討
委
員

会
に
お
い
て
合
議
制
に
よ
り

決
定
し
ま
す
。

　
入
所
検
討
委
員
会
は
、
施

設
長
、
生
活
相
談
員
、
介
護

職
員
、
介
護
支
援
専
門
員
及

び
第
三
者
委
員
会
等
で
構
成

さ
れ
、
特
段
の
必
要
性
が
あ

る
場
合
を
除
き
、
概
ね
3
カ

月
に
1
回
開
催
す
る
こ
と
と

な
っ
て
お
り
、
桜
の
園
に
お

い
て
も
こ
の
指
針
に
則
り
入

所
判
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
る
避
難
で
体
に
堪

え
た
の
は
年
配
者
と
子
ど

も
で
あ
る
と
私
は
思
っ
て

い
る
。
現
在
は
他
の
施
設

に
入
っ
て
い
る
が
富
岡
町

に
戻
り
た
い
と
希
望
す
る

年
配
者
も
多
く
、
そ
の
方

た
ち
の
心
の
ケ
ア
を
考
え

た
場
合
、
い
ち
早
く
入
所

の
決
定
を
す
る
こ
と
が
必

要
で
は
な
い
か
。

答　
福
祉
課
長

　
生
ま
れ
育
っ
た
富
岡
町
に

と
い
う
思
い
、
意
向
に
沿
っ

た
形
で
対
応
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
が
、
無
理

に
移
動
を
す
る
こ
と
で
、
環

境
の
変
化
等
に
よ
り
体
調
不

調
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も

見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
に
判
断
し
て
い
き
ま
す
。

問　
開
所
か
ら
２
年
が
経

と
う
と
し
て
い
る
の
に
入

所
者
が
35
名
前
後
で
推
移

し
て
い
る
。
施
設
の
考
え

方
や
県
か
ら
の
指
導
な
ど

あ
る
か
と
は
思
う
が
、
入

所
を
希
望
す
る
年
配
者
が

多
く
い
る
中
で
、
検
討
委

員
会
は
ど
の
よ
う
な
考
え

で
入
所
決
定
を
し
て
い
る

の
か
。

答　
福
祉
課
長

　
令
和
3
年
度
を
準
備
期
間

と
し
、
令
和
4
年
度
と
令
和

5
年
度
で
27
名
程
度
。
令
和

6
年
度
か
ら
令
和
8
年
度
で

35
名
程
度
と
し
、
最
終
的
に

定
員
で
あ
る
48
名
ま
で
伸
ば

し
て
い
く
計
画
を
立
て
て
い

ま
す
。
な
お
、
計
画
の
設
定

に
つ
い
て
は
県
に
も
確
認
を

し
、
現
在
は
正
常
な
範
囲
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

問　
被
災
地
域
は
、
介
護

施
設
に
限
ら
ず
、
商
店
街

や
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
人
員

不
足
で
困
る
状
況
が
生
ま

れ
て
い
る
。
桜
の
園
の
48

名
満
床
の
入
所
を
見
込
め

る
職
員
数
が
い
る
と
す
れ

ば
、
現
在
の
30
名
が
適
正

と
は
思
え
な
い
。

答　
福
祉
課
長

　
現
在
の
職
員
数
は
当
初
か

ら
の
施
設
設
置
計
画
に
基
づ

き
28
名
で
あ
り
、
入
所
者
の

受
け
入
れ
上
限
は
45
名
と
な

り
ま
す
。
今
後
は
職
員
数
を

増
員
す
る
計
画
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
職
員
数
と
入
所
者

数
の
バ
ラ
ン
ス
は
取
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　
本
来
、
行
政
の
施
設

は
本
当
に
困
っ
て
い
る
人

を
受
け
入
れ
る
べ
き
。
自

宅
で
介
護
が
可
能
で
あ
れ

ば
入
所
基
準
の
順
位
に
反

映
す
べ
き
で
は
。

答　
福
祉
課
長

　
自
宅
で
の
介
護
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
の
状

況
や
関
係
性
を
勘
案
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
入
所
基
準

の
参
酌
基
準
表
は
、「
本
人

の
状
況
」で
22
項
目
、「
介
護

者
の
状
況
」で
7
項
目
、「
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
」

で
2
項
目
あ
り
、
数
値
化
し

た
も
の
を
更
に
具
体
的
に
検

討
す
る
も
の
で
す
。

特別養護老人ホーム｠桜の園
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辺見 珠美 議員

問
答

家賃補助制度の改善を
見直しを行うとともに、周知に努めています

問　
移
住
者
向
け
の
施
策

で
あ
る
、
物
件
の
貸
主
に

対
す
る
家
賃
低
廉
化
補
助

制
度
の
今
年
度
の
利
用
者

実
績
は
。

答　
町
長

　
今
年
度
は
物
件
登
録
な
ど

30
件
を
超
え
る
相
談
を
受
け
、

こ
の
内
10
件
程
度
が
申
請
に

至
る
見
込
み
で
す
。

問　
現
在
の
富
岡
町
の
制

度
に
つ
い
て
、
移
住
者
を

増
や
し
て
い
く
た
め
に
内

容
を
改
善
し
た
方
が
良
い

と
思
わ
れ
る
が
、
町
の
考

え
を
伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
本
事
業
開
始
の
令
和
4
年

度
か
ら
令
和
5
年
度
ま
で
活

用
が
進
ま
な
か
っ
た
こ
と
か

ら
、
今
年
度
に
お
い
て
は
集

合
住
宅
に
お
け
る
居
住
要
件

を
5
年
か
ら
3
年
へ
緩
和
、

貸
主
へ
の
支
払
い
方
法
に
つ

い
て
四
半
期
単
位
を
可
能
に
、

不
動
産
仲
介
事
業
者
の
範
囲

を
拡
大
す
る
な
ど
、
活
用
を

促
進
す
る
た
め
の
見
直
し
を

行
う
と
と
も
に
、
よ
り
一
層

わ
か
り
や
す
い
周
知
に
努
め

た
こ
と
で
、
相
談
や
申
請
見

込
み
が
増
加
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ま
す
。

　
持
続
可
能
な
住
環
境
の
提

供
を
通
じ
、
さ
ら
な
る
帰
還

と
移
住
の
促
進
に
取
り
組
み

ま
す
。

問　
当
町
の
制
度
で
は
貸

主
が
物
件
登
録
等
の
煩
雑

な
手
続
き
を
行
う
必
要
が

あ
る
。
そ
の
負
担
が
大
き

い
た
め
か
、
貸
主
が
こ
の

制
度
を
利
用
し
た
く
な
い

と
い
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
と

聞
く
。
他
自
治
体
で
は
、

移
住
者
が
住
み
た
い
物
件

を
選
ん
で
基
本
的
な
手
続

き
を
行
い
、
貸
主
は
申
請

時
の
書
類
作
成
と
請
求
書

の
作
成
を
役
場
の
サ
ポ
ー

ト
を
受
け
行
う
こ
と
で
、

貸
主
・
借
主
双
方
の
負
担

が
少
な
く
な
り
、
毎
年
10

件
前
後
の
利
用
実
績
が
あ

る
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
再
開
の
た
め

会
員
募
集
が
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
広
報
さ
れ
た
が
、

今
年
度
の
依
頼
会
員
と
提

供
会
員
の
募
集
目
標
数
は
。

答
町
長

　
今
年
度
は
募
集
目
標
数
は

設
定
せ
ず
、
ま
ず
本
体
制
へ

の
理
解
醸
成
を
図
り
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
ま

し
た
。

問　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
実

現
す
る
上
で
、
提
供
会
員

を
増
や
し
、
い
つ
依
頼
会

員
か
ら
依
頼
が
あ
っ
て
も

万
全
な
体
制
を
構
築
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
双
方
の
会
員
を
増
や
す

た
め
、
徹
底
し
た
周
知
と

会
員
養
成
が
必
要
だ
と
思

わ
れ
る
が
、
周
知
不
足
で

は
な
い
か
。

答
町
長

　
令
和
6
年
9
月
の
広
報
紙

と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
広
報

し
ま
し
た
が
、
問
い
合
わ
せ

　
こ
の
よ
う
な
方
法
に
変

え
れ
ば
利
用
者
も
増
え
、

移
住
者
の
増
加
に
繋
が
る

の
で
は
と
思
う
が
、
町
の

考
え
は
。

答　
企
画
課
長

　

町
内
の
物
件
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
紹
介
で
き
る
よ
う

物
件
を
登
録
し
て
い
た
だ
き
、

と
み
お
か
プ
ラ
ス
が
移
住
紹

介
を
し
て
い
ま
す
が
、
訪
れ

た
移
住
希
望
者
が
そ
こ
で
物

件
を
見
て
選
び
、
契
約
ま
で

一
括
で
行
え
る
よ
う
物
件
の

集
約
を
し
た
い
と
考
え
て
お

り
、
登
録
制
と
し
て
い
ま
す
。

　
本
格
的
な
始
動
は
今
年
度

か
ら
で
す
の
で
下
地
を
固
め

て
、
来
年
・
再
来
年
と
広
が

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

が
3
件
ほ
ど
に
と
ど
ま
っ
て

い
ま
す
。
原
因
と
し
て
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
事
業
を
知
ら
な
い
方
々

に
対
し
て
内
容
が
分
か
り
に

く
く
関
心
が
持
た
れ
な
か
っ

た
、
現
在
の
富
岡
町
で
は
会

員
と
な
り
得
る
方
が
潜
在
し

て
い
な
い
な
ど
の
可
能
性
が

考
え
ら
れ
ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
事
業
は
町
に
と
っ
て

必
要
と
考
え
ま
す
の
で
、
今

後
は
分
か
り
や
す
い
内
容
で

の
周
知
に
一
新
し
、
関
心
を

持
た
れ
る
よ
う
な
案
内
を
加

え
て
い
き
ま
す
。
民
生
児
童

委
員
や
老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
団

体
へ
の
働
き
か
け
、
町
内
店

舗
へ
の
チ
ラ
シ
の
設
置
依
頼

な
ど
、
様
々
な
場
面
で
広
く

知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
広

報
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
年
度
内
に
は
提
供

会
員
の
講
習
を
実
施
す
る
予

定
で
あ
り
、
日
時
や
内
容
な

ど
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
で

申
し
込
み
へ
の
動
き
を
促
し

て
い
き
た
い
考
え
で
す
。

渡辺 正道 議員

問
答

河川の水害対策における整備状況は

問　
近
年
多
発
す
る
集
中

豪
雨
、県
管
理
の
富
岡
川
・

紅
葉
川
水
系
、
町
管
理
の

準
用
河
川
の
水
害
対
策
に

お
け
る
整
備
状
況
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
大
雨
時
の
洪
水
対
策
も
強

化
さ
れ
て
い
ま
す
。
維
持
管

理
に
つ
い
て
は
、
必
要
な
流

下
能
力
を
確
保
、
河
道
掘
削

等
も
実
施
し
、
町
が
管
理
す

る
河
川
は
適
正
な
流
下
能
力

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。

問　
諸
沢
橋
か
ら
上
流
の

橋
脚
に
お
い
て
、
流
水
高

を
目
視
で
き
る
よ
う
な
標

識
や
水
量
計
が
な
い
が
、

そ
の
必
要
性
の
認
識
は
。

答　
生
活
環
境
課
長

　
水
防
計
画
で
は
、
門
口
橋

１
箇
所
の
水
位
上
昇
に
合
わ

せ
て
判
断
、
水
防
団
員
が
見

回
り
を
行
い
ま
す
。

問　
土
砂
流
出
な
ど
の
観

点
か
ら
、
流
域
の
治
山
対

策
に
お
け
る
現
状
は
。

答　
町
長

　

山
地
災
害
防
止
に
加
え
、

治
山
事
業
、
急
傾
斜
地
対
策

事
業
を
県
が
実
施
し
て
い
ま

す
。

問　
富
岡
川
の
河
道
掘
削

に
と
も
な
い
流
域
、
掘
削

し
た
砂
等
の
放
射
線
量
測

定
は
事
業
内
で
行
っ
て
い

る
の
か
。

答　
都
市
整
備
課
長

　
通
常
の
工
事
と
し
て
進
め

て
い
ま
し
た
が
、
富
岡
町
に

お
い
て
は
一
番
の
問
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
県
か
ら
情
報

を
得
て
い
き
ま
す
。

問　
内
水
氾
濫
の
冠
水
箇

所
2
箇
所
程
度
と
は
。

答　
都
市
整
備
課
長

　
曲
田
都
市
計
画
街
路
1
号

線
の
大
き
な
交
差
点
と
岡
内

大
通
り
線
の
双
葉
警
察
署
よ

り
少
し
西
側
で
す
。
改
修
の

検
討
を
し
て
い
ま
す
。

き
姿
を
今
ま
で
以
上
に
論

議
し
、
復
興
を
加
速
度
的

に
、
進
め
て
い
た
だ
き
た

い
が
。

答　
町
長

　
職
員
・
町
民
の
方
と
対
話

を
し
な
が
ら
町
政
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
す
が
、
ま
だ
不

十
分
と
考
え
ま
す
。
将
来
に

向
け
て
職
員
と
共
に
一
丸
と

な
っ
て
、
復
興
を
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

問　
職
員
の
仕
事
に
対
す

る
意
識
・
意
欲
に
は
常
に

緊
張
感
を
持
っ
て
あ
た
る

べ
き
と
考
え
る
が
、
現
状

に
対
し
執
行
部
と
し
て
ど

の
よ
う
な
認
識
か
。

問　
富
岡
町
職
員
提
案
規

程
が
あ
る
が
現
状
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

答　
町
長

　
令
和
元
年
度
当
時
に
管
理

監
督
職
へ
の
登
用
が
若
年
化

し
て
い
た
状
況
を
踏
ま
え
て

研
修
の
充
実
を
図
る
よ
う
提

案
が
あ
り
、
事
務
事
業
と
行

政
効
果
の
向
上
に
資
す
る
も

の
と
判
断
し
、
実
務
研
修
と

し
て
議
会
対
応
研
修
を
取
り

入
れ
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
職
員
の
創
意
工
夫
に
よ
る

提
案
は
、
業
務
改
善
意
欲
の

表
れ
で
あ
り
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
向
上
に
も
有
益
で

あ
る
と
考
え
る
こ
と
か
ら
、

今
後
、
積
極
的
に
制
度
の
周

知
に
努
め
ま
す
。

問　
庁
内
に
は
ガ
ラ
ス
の

天
井
の
よ
う
な
、
見
え
な

い
空
気
感
が
あ
る
、
職
員

同
士
、
自
由
闊
達
な
意
見

を
述
べ
ら
れ
る
よ
う
な
場

所
、
機
会
が
設
け
ら
れ
て

い
な
い
の
で
は
な
い
か
。

今
後
の
富
岡
町
の
あ
る
べ

答　
町
長

　
す
べ
て
の
職
員
は
全
体
の

奉
仕
者
と
し
て
の
使
命
を
自

覚
し
て
、
意
欲
的
に
仕
事
へ

取
り
組
み
、
自
ら
を
律
し
、

信
用
失
墜
に
繋
が
る
非
違
行

為
を
し
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
ま
す
。

問　
昇
任
・
昇
格
及
び
人

事
評
価
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
な
基
準
の
も
と
で
行

わ
れ
て
い
る
の
か
。

答　
町
長

　
昇
任
・
昇
格
は
、
国
家
公

務
員
に
適
用
さ
れ
る
人
事
院

規
則
の「
初
任
給
、
昇
格
、

昇
給
等
の
基
準
」に
準
じ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
人
事
評
価

に
つ
い
て
は「
人
事
評
価
の

基
準
、
方
法
等
に
関
す
る
政

令
」を
参
考
と
し
て
い
ま
す
。

とみおかくらし情報館（とみおかプラス）

必要な流下能力確保のため河道掘削を実施

問答
富
岡
町
職
員
提
案
規
程
の
現
状
は

研
修
の
充
実
を
図
る
提
案
を
受
け
た

問答
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
を
新

た
に
追
加
し
て
は
ど
う
か

来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け
、
助
成
制
度

の
検
討
を
開
始

問答
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

の
徹
底
し
た
周
知
を

様
々
な
場
面
で
広
く
広
報
し
ま
す
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総務文教常任委員会

小・中学校の保護者が抱える子どもの発達を含む悩みや不安を相談できる場所は
あるのか。

Q

《 保護者の不安払しょくを 》

A 小・中学校ではスクールカウンセラーに相談できる体制をとっています。また、担任が
保護者の相談に乗れるよう積極的な声かけを行う等、信頼関係の構築ができるよう努め
ており、学校が保護者をバックアップできるようにしています。

【教育総務課】

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課の
　事務の執行状況などを調査する場です。

Q

《 投票率を上げる施策について 》

A 選挙のお知らせ版の文字を大きくして見やすくすること、投
票方法を分かりやすく表記すること等、必要な情報をしっか
りと周知する取り組みをしています。併せて、SNSでの周知
も行っています。
福島県選挙管理委員会とも連携し、有効な取り組みがないか
検討しながら、今後踏み込んでやっていきたいと考えています。

富岡町の投票率が低い現状だが、投票率を上げる施策は。

【総務課】

Q

《 交流・関係人口から定住人口へ 》

A 効果や成果がすぐにでるものではなく、まずは富岡町を知ってもらうことで先に進めて
いきます。現在は大学１～２年生の学生が多く、今後も富岡町と継続的に繋がってもらい、
将来的に移住者の増加に繋がるようなコンテンツとして行っていきたいと考えます。

交流・関係人口拡大のための大学生インターンプログラムにおいて、将来的に定
住人口増加に繋げられるようにしてもらいたい。

【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
出
納
室

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
議
会
事
務
局総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。

【企画課】

Q

《 交流の場について 》

A 町では地域住民同士の交流を促進するた
め、令和６年度より小・中学校の一室に
て地域交流カフェを開催しています。休
み時間には生徒と地域の方々が対話をし
たり、保護者同士の交流が図られていま
す。今後も更に地域住民や保護者の交流
が広がる場所となるよう充実させていき
たい考えです。

保護者同士が交流できる場はないか。

【教育総務課】

Q

《 今後の二十歳を祝う会について 》

A 減少していますが、町としては対象者
にお声かけをして、人数にもよります
が継続していきたい考えです。
また、実施時期についてのご意見も様々
いただいていることから、開催時期の
見直しや、富岡町を見ていただくツアー
を併せて行う等も視野に入れつつ検討
をしていきます。

二十歳を祝う会への参加者が年々減少している。今後の開催に関して町の考えは。

【生涯学習課】

Q

《 富岡町の魅力発信を 》

A

富岡町災害復興計画（第三次）において、町内産の米や魚、野菜などをもっとPR
すべきと考える。

【企画課】

農産物、水産物の付加価値向上という大きな目標があります。その中で、町内産の農作
物をどのようにPRしていくかということも組み込まれています。

2024年度実施のインターンプログラム成果発表会

地域交流カフェでの様子

令和７年１月開催の二十歳を祝う会

10とみおか議会だより 221号とみおか議会だより 221号11 1010



産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。

産業厚生常任委員会 ※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

Q

《 冠水箇所の把握と対策を 》

A 双葉警察署の交差点西側の状況は把握しており、現在は対策の検討をしています。
また、富岡駅東側地区の町道については災害復旧による現形回復となっています。今後、
降雨時のパトロールにおいて浸水等の状況があれば側溝整備を別途検討していく考えで
す。

双葉警察署の交差点西側は、雨が多く降ると水が溜まってしまうが、対策は。
また、富岡駅の東側地区について、町道の周囲はかさ上げしてある。大雨によっ
て町道が冠水して通行不可になったりはしないか。

【都市整備課】

【
所
管
課
】

○
産
業
振
興
課

○
都
市
整
備
課

○
農
業
委
員
会

○
生
活
環
境
課

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

Q

《 橋梁工事について 》

A 剥離やクラックなど橋のコンクリートの劣化損傷部分を、特殊モルタルによって局所的
な劣化を防止する工種となります。

橋梁長寿命化において早期対策が必要と判断された橋梁補修工事の内容は。

【都市整備課】

Q

《 乳幼児を持つ家庭への事業について 》

A 生後２カ月未満の子ども、継続支援・経過観察が必
要な子ども、町内に転入してきた子ども等の家庭を
保健師が訪問し、体重測定や体重増加の確認、栄養
状況などの助言等を行っています。

児童・母子福祉における家庭訪問事業の詳細は。

【福祉課】

Q

《 食品等放射能濃度検査の状況について 》

A 新夜ノ森地区において、敷地内で除染後に山砂を覆土し、元々畑ではない敷地で栽培さ
れたものです。作物を育てる肥料を入れなかったことや、周辺の一部が未除染であるこ
とから、放射性セシウムの移行があったものと考えられます。それらを踏まえ、土壌の
放射能検査や作物の詳細分析を実施し、原因究明に努めます。

食品等放射能濃度検査におけるスクリーニングレベル超過品目に今回はじめてか
ぼちゃが報告されたが、地区と超過の要因は。
今後も追跡調査を行い、要因等の把握と説明に努めてもらいたい。

【健康づくり課】

Q

《 大倉山の整備状況は 》

A 令和５年度に危険木調査を行い全体で650本程度確認されており、今年度は遊歩道周り
の200本の伐採が完了しました。
付随したトイレの復旧については現況調査中であり、今後どのように復旧していくかは
検討しているところです。

里山再生事業における大倉山森林公園の整備の進捗は。

里山再生事業により整備されている大倉山

Q

《 マイナ保険証等に対する説明体制は 》

A

マイナ保険証への移行に関して、問い合わせは増加しているか。保険証の紐付け
は医療機関やコンビニでもできるが、手続きが不安な方も多いので丁寧な対応を
要望する。（要望については両支所へ共通）

【いわき支所・郡山支所】 【産業振興課】

（いわき支所・郡山支所共通）保険証の紐付
けがされているか、電話や来庁で確認に来
られる方もいます。医療機関でも紐付けが
可能なことや、不安であれば窓口においで
いただくことをご案内しています。
今後も丁寧に説明、対応をしていきます。

（いわき支所）11月の元気アップ教室に同
行してマイナ保険証や紐付けの件について
PRを行い質問に答える時間を設けました。
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14

◆除染・解体工事、仮置場及び特定廃棄物埋立処分事業の状況等
　について

◆令和６年度第２回リフレ富岡跡地の利活用について
問

物
販
ス
ペ
ー
ス
の
イ

メ
ー
ジ
図
で
ト
イ
レ
の
出
入

り
口
が
外
か
ら
だ
け
だ
が
、

天
候
や
利
用
者
の
状
態
に

よ
っ
て
は
不
便
で
は
。

（
辺
見
珠
美
）

答

産
業
振
興
課

　
基
本
計
画
の
中
で
の
検
討

に
よ
り
、
車
中
泊
の
需
要
に

つ
い
て
も
今
後
見
込
め
る
と

考
え
、
外
側
の
設
置
を
記
載

し
た
と
こ
ろ
で
す
。

問

こ
れ
ま
で
受
け
た
説
明

よ
り
金
額
が
大
幅
に
上
が
っ

て
い
る
。
は
じ
め
か
ら
大
き

な
施
設
を
造
る
の
で
は
な
く
、

町
内
居
住
者
数
の
実
情
に

合
っ
た
規
模
の
施
設
を
整
備

し
、
居
住
者
が
増
え
て
か
ら

増
設
を
す
る
よ
う
な
計
画
が

良
い
の
で
は
。（
渡
辺
三
男
）

答

産
業
振
興
課

　
基
本
構
想
に
お
け
る
施
設

の
面
積
、
規
模
感
に
つ
い
て

は
変
わ
り
が
な
く
、
物
価
高

騰
の
煽
り
を
受
け
た
こ
と
で

想
定
よ
り
金
額
が
上
が
っ
て

い
る
も
の
で
す
。

問

現
在
の
除
染
・
解
体
工
事

が
遅
れ
て
い
る
原
因
の
分
析
と

対
策
を
。（
佐
藤
啓
憲
）

答

環
境
省

　
施
工
体
制
の
構
築
な
ど
事
前

調
整
に
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
作
業
班

数
を
増
や
す
等
で
対
応
し
て
い

ま
す
。

問

地
権
者
の
意
向
が
あ
れ
ば

木
の
伐
採
や
抜
根
を
す
る
こ
と

で
放
射
線
量
の
低
下
に
繋
が
る

と
思
わ
れ
る
。
ひ
と
つ
の
試
み

と
し
て
検
討
で
き
な
い
か
。

（
渡
辺
三
男
）

答

環
境
省

　
放
射
線
量
の
低
減
に
有
効
な

方
法
に
つ
い
て
は
内
部
で
相
談

し
た
上
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と

が
可
能
か
検
討
し
た
い
と
考
え

ま
す
。

問

放
射
線
量
が
高
い
地
域
の

除
染
と
な
っ
て
い
く
こ
と
か
ら
、

こ
れ
ま
で
の
ル
ー
ル
に
プ
ラ
ス

し
て
、
効
果
が
あ
る
工
法
の
検

討
を
。（
堀
本
典
明
）

答

環
境
省

　
皆
さ
ま
に
安
心
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
何
が
で
き
る
か
を

し
っ
か
り
検
討
し
ま
す
。

問

除
染
・
解
体
工
事
が
遅
れ

て
い
る
責
任
の
所
在
が
ど
こ
に

あ
る
と
考
え
る
か
。

（
渡
辺
正
道
）

答

環
境
省

　
除
染
・
解
体
を
進
め
る
我
々

環
境
省
の
責
任
で
あ
り
、
遅
れ

を
取
り
戻
す
た
め
全
力
を
尽
く

す
こ
と
も
環
境
省
の
努
め
と
考

え
ま
す
。

問

避
難
指
示
が
解
除
さ
れ
た

地
区
の
宅
地
で
、
様
々
な
理
由

に
よ
り
管
理
が
難
し
く
草
が
繁

茂
し
て
し
ま
う
。
管
理
が
で
き

な
い
事
情
に
対
し
、
国
も
寄
り

添
い
、
協
力
を
し
て
も
ら
い
た

い
。（
安
藤
正
純
）

答

内
閣
府

　
宅
地
は
所
有
者
の
管
理
が
基

本
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
、

国
の
支
援
メ
ニ
ュ
ー
の
活
用
も

含
め
、
対
応
に
つ
い
て
取
り
組

み
た
い
と
考
え
ま
す
。

問

特
定
帰
還
居
住
区
域
の
道

路
に
お
い
て
、
繁
茂
す
る
枝
や

草
の
た
め
走
行
等
に
支
障
を
き

た
す
箇
所
が
見
受
け
ら
れ
る
の

で
管
理
を
要
望
す
る
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答

竹
原
副
町
長

　
道
路
に
関
し
て
は
道
路
管
理

者
の
責
任
と
な
っ
て
い
ま
す
。

町
道
に
関
し
て
は
町
が
し
っ
か

り
と
確
認
し
対
応
し
ま
す
。
ま

た
、
県
道
に
つ
き
ま
し
て
は
、

県
の
管
理
者
と
調
整
し
て
い
き

ま
す
。

（環境省）

（産業振興課）

全員協議会報
告

政府の対策

全員協議会報
告

現在は除草されている点・線拠点の町道

原子力等
特別委員会

渡辺正道議員

【施設不具合の洗い出しを】【施設不具合の洗い出しを】

安藤正純議員

【【廃炉までの計画について廃炉までの計画について】】

宇佐神幸一議員

【【住民の不安払しょくのために住民の不安払しょくのために】】

【【燃料デブリ取り出しの設備について燃料デブリ取り出しの設備について】】

高橋実議員

ロボットアームについては22メートル伸ばした先端に治
具を取り付けて数グラムの燃料デブリの取り出しを数回行
う予定としています。現在、現場を模擬したモックアップ
試験において検証中ですので、適宜ご報告します。

燃料デブリ取り出しのロボットアームは、何メートルまで
伸ばした状態で、何グラム取り出せるのか。今後の取り出
し作業が延期とならないような見通しを。

海上輸送も可能ですが、今回に関しては陸上の輸送が効率
的と判断しました。放射線量も非常に低いものであり、通
報基準に則り地元の方々にお知らせをしています。

取り出した燃料デブリを陸送して分析施設に運んでいるこ
とに関して一部の周辺住民から不安の声を受けた。
海上輸送はできないか。

今後、燃料デブリ取り出しに関する様々な調査・検討が進
むことで、廃止措置終了までの議論をするための情報も増
えてくると考えています。試験的取り出し以外にも様々な
要素によってロードマップの判断に繋がると考えており、
進捗については適宜ご報告します。

燃料デブリの試験的取り出しが成功し、今後１年程度かけ
て分析及び今後の安全対策や保管方法の検討を行うとのこ
とだが、並行して廃炉の在り方について中長期ロードマッ
プの見直しや、その報告も必要であると考える。

１～４号機は同じ時期に造られているため、同様の配管は
存在すると考えます。現在、１号機内の配管の箇所を確認
中です。放射線量の関係で人が入れないところは、漏えい
監視による確認をし、補修が可能な箇所につきましては２
号機と同様に補修を行います。

今回、２号機の使用済燃料プールの配管で腐食によるもの
と想定される漏えいが発覚し補修したが、使用済燃料が残
る１号機において同様の配管の有無は。
放射線量の関係で迅速な確認は難しいのか。

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱
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●３月定例会は、11日（火）～ 17日（月）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所（市町村名まで）・氏名・性別・年齢を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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二十歳を祝う会
実行委員長

大和田紗希（おおわださき）さん
【経歴】

●福島県立ふたば未来学園高等学校 卒業
●比較文化研究所 南アカデミー ｉBS外語
   学院 卒業

Ａ. 自分の中で何かが変わったような感覚はないですが、毎年迎える誕生
日に比べると喜びや嬉しさは大きかったなと思います。多くの方との
出会いがあって今の自分があると思うので、これまで関わってくだ
さった方へ感謝を伝えたいです。

Q.20歳を迎えた感想は？

Ａ. 福島県はもちろん、東北各地に旅行に行きたいです。お気に入りの場
所が見つかると嬉しいですし、美味しいものもたくさん食べたいです。
高校卒業後は鹿児島に進学したこともあり、より地元のことを知りた
いという思いが強まる日々だったので東北の魅力をたくさん知って、
愛を深めていけたらいいなと思っています。

Q.20歳を迎え、まずやってみたいことは？

Ａ. いろんな場所を母や妹と散歩したことです。買い出しに行って、その
帰りに池にいる白鳥に食パンをあげてみたり、桜並木の桜の花びらを
拾い集めて家に持ち帰って遊んだりと富岡の自然にふれながらのんび
りとした日常を過ごしていたのが思い出です。

Q.ふるさと富岡での思い出で、心に残っていることは？

Ａ. 私自身、復興とは町や地域などその場所を想う人が増えることだと考えています。人口や公共施設の数など目に見
えるものだけでは測れないことがあるように感じます。富岡町民であるなしに関わらず富岡が好きだ、大切にした
いという思いが富岡町をより素敵な場所にしてくれるのではないかと思っています。

Q.富岡の復興のために、何が必要だと思いますか？

Ａ. さまざまな人の生き方や考え方を尊重できる人になることです。自分と違う考えにふれたときは新たな視点を得ら
れたと受け止め、よいところは吸収したりと、自分の世界を広く持っていたいです。５年後10年後の自分なんて想
像もできないですが、今の自分がみたときに素敵だと思えるような人でいたいと思います。

Q.将来の夢はなんですか？
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表
紙
は「
二
十
歳
を
祝
う
会
」。

二
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迎
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。

　
私
は
こ
の
行
事
が
ま
だ「
成
人
式
」

と
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ば
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頃
に
二
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迎
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校
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代
の
同
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ん
。
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ー
。」こ
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夢
に
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す
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